
株式会社 ワイ・イー・シー

PCの廃棄時、サーバのリースアップ時などに
HDD等ストレージ内のデータを確実に消去するハードツール

■ライセンス費用不要
■USBメモリへの実行ログ保存機能
■高速データ転送（6GB/分）※1

■SATA/ATA/SCSIインタフェース対応
■NSA推奨、DoD準拠方式に対応した消去機能
■消去報告書作成機能※2

ケセンダー・エックスジー1010
Kesender XG1010
HDDデータ消去ツール

消去ツールストレージ応用の
マーケットリーダーを目指します

※1 接続するストレージの性能により異なります。

※2 ターミナルソフト（別売）が必要です。
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○本製品の仕様およびデザインは、予告なしに変更することがあります。

開発・製造元

● ライセンス費用不要
　　消去毎のライセンス費用は不要。かかる費用は初期投資のみで何度でも消去が可能

● USBメモリへの実行ログ保存機能
　　本体に接続したUSBメモリに、その場で消去実行ログを保存することが可能
　　保存したログをもとに、消去報告書の作成が可能※

　　※消去報告書の作成には、ターミナルソフト（別売）が必要です

● 高速データ転送
　　6GB/分※の高速処理を実現。ストレージ本来の速度での処理が可能
　　※接続するストレージの性能により異なります

● 多様なインタフェース
　　ATA／SATAⅡ／SCSIインタフェースに対応
　　※ATA-HDDは、付属のSATA-ATA変換アダプタを使用

● 各種規格に対応した消去機能
　　NSA（米国家安全保障局）推奨方式、DoD（米国防総省）準拠方式ならびに米国陸・海・空軍方式に対応
　　消去回数（1～99回）、消去データパターンを任意に設定可能

● 簡易診断機能
　　シーク／ベリファイ／リード／ライト／リードコンペア／S.M.A.R.Tステータスチェック

ケセンダー・エックスジー1010
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　 用途例（こんな部門で、こんな場合に）
 ・ソリューションサービス部門 ･･･ クライアントPC、サーバのオンサイトデータ消去サービス作業に
 ・情報システム部門 ･･･ クライアントPC、サーバ入れ替えに伴うデータ消去時に
 ・総務・企画部門 ･･･ 不要になった保有個人情報、社員情報、企業情報などの漏えい防止対策に

主要機能 ●1～99回指定回数、指定データ上書き消去＆コンペア

 ●NSA（米国家安全保障局）推奨

 ●DoD（米国防総省）準拠方式（DoD5220．22-M）

 ●米国陸軍方式　　●米国海軍方式　　●米国空軍方式

 ●S.M.A.R.Tステータスチェック　　●ランダムシーク

 ●ベリファイ／リード／ライト　　●指定容量クリップ（ATAのみ）

付属品 ●AC電源ケーブル　Y-7190×1本

 ●SATAインタフェースケーブル　Y-7060×1本

 ●SCSI インタフェースケーブル（終端抵抗付）　Y-7400×1本

 ●HDD供給DCケーブル　Y-7111×1本

 ●KING用2.5"HDD変換アダプタ(L型44P)　Y-6251×1個

 ●SATA-ATA変換アダプタ　Y-6393A×1個

 ●取扱説明書（CD）×1枚

オプション ●ターミナルソフト　　●各種変換アダプタ

項目 仕様

製品名 Kesender XG1010 （ケセンダー・エックスジー1010）

型番 Y-1770

外形寸法 W240×D220×H70（mm）

重量 約2.5kg（本体）

入力電源 AC85～250V 50/60Hz

消費電流 0.5A

環境温湿度 温度10℃～35℃  湿度30%～80%（但し結露しないこと）

ターゲット接続台数 1台

インタフェース HDD：ATA／SATAⅡ／SCSI  ホスト：LAN

 ログ保存：USB

仕様

■補修用性能部品の最低保有期間について
本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な保守部品）の最低保有期間は、製品製造終了後５ヶ年です。
原則として、保有期間の終了をもちまして、保守対応は終了とさせていただきます。

■輸出に関する注意事項
本製品の輸出（個人による携行を含む）については、法に基づいて許可が必要となる場合があります。必要な許可を取得せずに輸出すると同法により罰せられます。
輸出に際しての許可の要否については、弊社までお問い合わせください。

■操作に関する注意事項
本製品による、パスワードの解除、データの読み出し、書き込み、消去などの操作については法に基づいて許可が必要となる場合があります。
必要な許可を取得せずに操作すると同法により罰せられます。
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